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ま
も
な
く
卒
業
と

入
学
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
ま
す
。
こ
の
季
節
に

な
る
と
、
九
州
学
院
と

つ
な
が
り
の
あ
る
人
に

は
、
九
学
の
青
春
時
代

が
思
い
出
さ
れ
る
こ
と

が
よ
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。

生
徒
で
あ
っ
た
時
の
九
学
の
思
い
出
が
、
九
州
学

院
ス
ピ
リ
ッ
ト
と
な
っ
て
心
に
宿
っ
て
い
て
、
生
き

方
の
源
泉
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
ふ
と
気
づ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
九
州
学
院
で
の
青
春
が
、
現
在
の
自

分
に
良
い
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
こ
と
を
実
感
で

き
る
の
は
幸
せ
で
す
。
ま
た
、
多
く
の
先
輩
方
や
卒

業
生
と
話
す
中
で
、
同
じ
思
い
を
共
有
し
て
い
る
こ

と
を
知
っ
て
、
勇
気
づ
け
ら
れ
る
こ
と
も
嬉
し
い
こ

と
で
す
。

サ
ム
エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン
の
「
青
春
」
と
い
う
詩
の

一
節
に
は
こ
う
あ
り
ま
す
。

「
若
さ
と
は
人
生
の
あ
る
期
間
で
は
な
く
、
心

の
持
ち
か
た
を
言
う
。
薔
薇
の
面
差
し
、
紅
の
唇
、

し
な
や
か
な
手
足
で
は
な
く
、
た
く
ま
し
い
意
志
、

ゆ
た
か
な
想
像
力
、
炎
え
る
情
熱
を
さ
す
。
青
春

と
は
人
生
の
深
い
泉
の
清
新
さ
を
い
う
。・
・
・
理

想
を
失
う
と
き
初
め
て
老
い
る
。・
・
・
人
か
ら
神

か
ら
美
・
希
望
・
よ
ろ
こ
び
・
勇
気
・
力
の
霊
感

を
受
け
る
限
り
君
は
若
い
。」

詩
人
は
、
こ
う
締
め
く
く
り
ま
す
。「
頭
を
高
く

上
げ
希
望
の
波
を
と
ら
え
る
限
り
、
八
十
歳
で
あ

ろ
う
と
人
は
青
春
に
し
て
已
む
。」

こ
の
詩
は
、
朽
ち
な
い
希
望
を
胸
に
抱
く
人
こ
そ

が
、
永
遠
の
若
者
な
の
だ
と
言
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

希
望
を
持
ち
続
け
る
こ
と
は
、
容
易
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
若
い
人
に
は
若
い
な
り
の
苦
労
や
悩

み
が
あ
り
、
大
人
に
な
っ
て
も
尽
き
る
こ
と
は
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
人
生
の
荒
波
の
中
に
あ
っ
て
も
、

人
か
ら
神
か
ら
希
望
を
受
け
る
限
り
、
青
春
は
過

去
の
も
の
で
は
な
く
、
現
在
進
行
形
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
実
感
で
き
る
人
は
幸
い
で
す
。

青
春
の
学
院
生
活
の
中
で
苦
楽
を
共
に
し
、
助
け

合
う
中
で
友
情
を
育
み
、
友
を
得
る
こ
と
。
朝
礼

で
歌
う
讃
美
歌
「
い
つ
く
し
み
深
き
友
な
る
イ
エ
ス

は
」
や
「
主
わ
れ
を
愛
す
（Jesus loves m

e

）」

を
口
ず
さ
み
、
聖
書
の
言
葉
を
胸
に
刻
む
こ
と
。

そ
う
し
た
日
々
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
人
の
温
か

さ
や
イ
エ
ス
が
共
に
い
る
こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
そ
れ
が
希
望
と
な
っ
て
、
人
生
の
歩
み
に

光
を
与
え
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
、
九
州
学
院
が
、
真
の
友
に
出
会
う
チ
ャ
ン

ス
に
満
ち
た
場
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
ど

の
よ
う
な
時
に
で
も
、
希
望
を
持
っ
て
生
き
て
い
く

源
泉
、
そ
の
こ
と
を
九
州
学
院
の
教
育
の
中
で
語
り

続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

わ
れ
ら
青
春

九
州
学
院

院
長

阿
部　

英
樹

2017年度
年間聖句

発行所／九州学院　〒862-8676 熊本市中央区大江5丁目2-1  TEL（096）364-6134  FAX（096）363-2576
発行人／阿部英樹　編輯人／森真紀　印刷所／㈱河田印刷　熊本市南区近見8丁目5-105  TEL（096）353-1049

あなたがたはそれぞれ、賜物を授かっているのですから、神のさまざまな恵みの
善い管理者として、その賜物を生かして互いに仕えなさい。 （ペトロの手紙14章10節）
As each one has received a gift, minister it to one another,
as good stewards of the manifold grace of God.（1Peter 4:10）

九
州
学
院
で
は
１
月
19

日
を
学
院
の
創
立
記
念
日

（
１
９
１
０
年
同
日
設
立

認
可
、
開
校
は
１
９
１
１

年
）
と
し
て
定
め
、
毎
年

こ
の
時
期
に
創
立
記
念
講

演
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
は
１
月
16
日
㈫
、

講
師
に
元
熊
本
県
知
事
で

社
会
福
祉
事
業
で
長
き
に

わ
た
り
活
躍
さ
れ
て
い
る

潮
谷
義
子
先
生
を
お
迎
え

し
て
『
い
の
ち
に
頭
を
垂

れ
る
』
と
の
演
題
で
ご
講

演
を
た
ま
わ
り
ま
し
た
。

潮
谷
先
生
が
繰
り
返
し

強
調
さ
れ
た
こ
と
は
、
い

の
ち
の
価
値
は
す
べ
て
等

し
く
、
そ
の
い
の
ち
を
戴

く
一
人
一
人
に
果
た
す
べ

き
役
割
が
あ
る
と
い
う
も

の
で
し
た
。、
自
分
の
い

の
ち
も
隣
人
の
い
の
ち
も

大
切
に
し
て
ほ
し
い
、
そ

し
て
お
互
い
が
不
完
全
な

存
在
で
あ
る
こ
と
を
認
め

合
い
補
い
合
っ
て
い
く
こ

と
が
、
い
の
ち
を
受
け
継

ぎ
歴
史
を
繋
ぐ
こ
と
に
な

る
と
熱
弁
さ
れ
ま
し
た
。

具
体
的
事
例
を
交
え
て

優
し
い
口
調
で
語
ら
れ
る

潮
谷
先
生
の
お
話
に
、
中

高
の
生
徒
た
ち
は
熱
心
に

傾
聴
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
自
身
と
隣
人
が
受
け

継
ぐ
か
け
が
え
の
な
い
い

の
ち
と
果
た
す
べ
き
役
割

に
つ
い
て
、
改
め
て
向
き

合
う
貴
重
な
機
会
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
月
２
日
㈮
、
熊
本
ホ

テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
に
て
、

九
州
学
院
中
学
・
高
校
の

全
国
優
勝
祝
賀
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
祝
賀

会
は
過
去
１
年
間
に
全
国

大
会
優
勝
の
栄
冠
に
輝
い

た
生
徒
や
指
導
者
の
偉
業

を
称
え
る
主
旨
で
、
毎
年

こ
の
時
期
に
学
校
主
催
で

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
は
高
校
剣
道
部
、

高
校
自
転
車
競
技
部
、
中

学
剣
道
部
の
３
部
が
団
体

で
の
全
国
優
勝
を
祝
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
個
人
で

も
高
校
剣
道
部
、
高
校
自

転
車
競
技
部
、
高
校
陸
上

2016年４月の、未曾有の破壊をもたら

した熊本地震から２度目の春を迎えようと

しています。この間、九州学院は単に震災

前の状態に復元するのではなく、新しい「創

造的復興」をめざして歩んできました。現在、

以前のキャンパス内にはなかった赤レンガの２号館が正門（西門）

入って右側に建ち、新しい中学校校舎がもうすぐ竣工を迎えよう

としています。教育機関として内外共に充実し、「さあここから」

との思いがいたします。

しかし、多くの課題や困難もあります。理事会の下で「九州学

院中長期計画」も立案されつつありますが、さらに充実した教育

をしていくうえでの課題は山積しています。人は、深く生きよう

とすればするほど多くの試練に遭いますし、困難を抱えます。そ

して、将来のことは、ある程度の予測が可能でも、実際のところ

は何もわかりません。さまざまな失敗も繰り返します。

「信仰の父」と呼ばれる旧約聖書のアブラハム（アブラム）も同

じでした。ただ、彼は、神が必ず自分を導き、祝福されるという

ことを信じて故郷を出て、新しい地へと旅立っていきました。わ

たしたちもまた、アブラハムと同じように、神の祝福の導きを信

じて歩みを続けることができれば、と願っています。

祝福の導きを信じて
アブラムは、主の言葉に従って旅立った。

－創世記12章４節－

九州学院チャプレン・副院長 小副川 幸孝

学校創立
記念講演会

い
の
ち
に
頭
を
垂
れ
る

元
熊
本
県
知
事
・
前
日
本
社
会
事
業
大
学
理
事
長

潮
谷
義
子
先
生

競
技
部
、
中
学
剣
道
部
、

藤
本
君
（
ダ
ン
ス
）
の
優

勝
が
祝
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
来
賓
を
は
じ

め
多
く
の
関
係
者
が
集
ま

り
、
全
国
優
勝
の
喜
び
を

分
か
ち
合
い
、
ま
た
感
謝

と
激
励
の
言
葉
が
次
々
に

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

高
校
団
体
の
部
優
勝

■
剣
道
部

●
第
26
回
全
国
高
等
学
校

剣
道
選
抜
大
会

●
第
90
回
玉
竜
旗
高
校

剣
道
大
会

　

岩
切　

勇
磨（
３
年
）

　

長
尾　

和
樹（
３
年
）

　

近
本　

太
郎（
３
年
）

　

黒
木
裕
二
郎（
３
年
）

　

諸
岡　

昭
德（
３
年
）

　

児
島　

博
文（
３
年
）

　

重
黒
木
祐
介（
２
年
）

■
自
転
車
競
技
部

●
第
40
回
全
国
高
等
学
校

選
抜
自
転
車
競
技
大
会

　

佐
藤　
　

健（
３
年
）

　

川
副　

雷
斗（
３
年
）

　

北
村　

浩
貴（
３
年
）

　

松
本
秀
之
介（
２
年
）

　

伊
藤　
　

旭（
２
年
）

　

鈴
木　

知
治（
２
年
）

高
校
個
人
の
部
優
勝

■
剣
道
部

●
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
剣
道
競
技

　

岩
切　

勇
磨（
３
年
）

■
自
転
車
競
技
部

●
全
国
都
道
府
県
対
抗

自
転
車
競
技
大
会

　

松
本
秀
之
介（
２
年
）

■
陸
上
競
技
部

●
天
皇
盃
第
23
回
全
国

男
子
駅
伝
（
第
１
区
）

　

井
川　

龍
人（
２
年
）

■
ダ
ン
ス

●WORLD DANCE COLOSSEUM
HIPHOP SIDE 2on2 BATTLE

　

藤
本　

一
喜（
３
年
）

中
学
団
体
の
部
優
勝

■
剣
道
部

●
全
国
中
学
校
剣
道
大
会

荒
木　

京
介（
３
年
）

　

平
尾　

尚
武（
３
年
）

　

坂
本　
　

陸（
３
年
）

　

手
塚　

智
樹（
３
年
）

　

鮫
島　

雅
貴（
２
年
）

　

末
永　

英
大（
２
年
）

　

田
中　
　

兆（
２
年
）

中
学
個
人
の
部
優
勝

■
剣
道
部

●
全
国
中
学
校
剣
道
大
会

荒
木　

京
介（
３
年
）

全
国
優
勝
祝
賀
会
を
開
催

村上宗隆選手 プロでの活躍を誓う!!
東京ヤクルトスワローズにドラフト１位指名で入団

　10月26日㈭、プ 
ロ野球ドラフト会
議が東京都内で
開催され、本校の
村上宗隆選手が東
京ヤクルトスワロー
ズから１位で指名
されました。村上選
手は本校入学直後
から４番（一塁手）
に座り2015年 夏
の全国選手権大会
（甲子園）に出場。

以降の大会では３番（捕手）で活躍するとともに、２年秋からは主
将としてチームを牽引。強肩強打に脚力もある選手として注目さ
れています。
　翌日には小川淳司新監督と固い握手を交わした村上選手は、
「プロ野球選手に感動して野球を始めた。今度は自分が子ども
に感動を与えられる選手になりたい。１軍で活躍して将来は日本
代表に選ばれるようになりたい」と抱負を述べました。
　プロ野球選手として新生活をスタートした村上選手。背番号
55番が大活躍する姿が球場で見られる日も近いことでしょう。

（スワローズ交渉権確定をうけて記者会見を行う村上選手）

㊨
祝
賀
会
で
謝
辞
を
述
べ
る

岩
切
前
高
校
剣
道
部
主
将
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12
月
24
日
㈰
、
陸
上
競

技
部
（
駅
伝
チ
ー
ム
）
と

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が

そ
れ
ぞ
れ
熊
本
県
男
子
代

表
と
し
て
全
国
大
会
に
出

場
し
、
奮
闘
し
ま
し
た
。

京
都
市
で
行
わ
れ
た
男

子
第
68
回
全
国
高
校
駅
伝

競
走
大
会
で
九
州
学
院
は

２
時
間
５
分
36
秒
で
９
位

と
健
闘
し
ま
し
た
。
競
技

場
や
沿
道
で
は
、
卒
業
生

を
は
じ
め
大
勢
の
方
か
ら

選
手
た
ち
を
励
ま
す
大
き

な
声
援
が
あ
り
ま
し
た
。

東
京
都
で
行
わ
れ
た
全

国
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
選
手
権
大
会
１
回
戦
に

登
場
し
た
九
州
学
院
は
、

前
評
判
の
高
い
松
江
西
に

80
対
67
で
見
事
な
逆
転
勝

利
を
飾
り
ま
し
た
。
在
関

東
卒
業
生
な
ど
の
応
援
団

は
鮮
や
か
な
勝
利
に
歓
声

が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

個
人
で
も
、
12
月
に
行

わ
れ
た
全
日
本
女
子
ボ
ク

シ
ン
グ
選
手
権
大
会
と
全

日
本
空
手
道
選
手
権
大
会

に
そ
れ
ぞ
れ
女
子
選
手
１

人
が
出
場
し
て
い
ま
す
。

試
合
会
場
を
は
じ
め
各

地
で
温
か
い
ご
声
援
を
選

手
た
ち
に
送
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
厚
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

11
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

に
別
府
市
で
、
全
国
高
校

空
手
道
選
抜
大
会
の
北
九

州
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
が
行
わ

れ
、
空
手
道
部
は
女
子
団

体
（
形
・
組
手
）
と
同
個

人
（
形
・
組
手
と
も
寺
川

萌
香
選
手
＝
２
年
）、
男

子
個
人
（
形
で
吉
田
啓
希

選
手
＝
１
年
）
の
５
種
目

で
全
国
選
抜
大
会
（
３
月

26
〜
28
日
・
香
川
）
の
出

場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

12
月
10
日
㈰
に
中
津
市

で
「U

S
A
 R
egionals 

九
州
大
会
」
が
行
わ
れ
、

チ
ア
ダ
ン
ス
部
Ａ
（
中
高

合
同
）
がSchool&

C
oll

egeSong&
D
ance 

高

校
編
成 Song
/P
om

部

門
で
優
勝
し
て
、
全
国
大

会
（
３
月
27
日
・
千
葉
）

進
出
を
決
め
ま
し
た
。

　

１
月
に
入
り
、
右
記
以

外
の
部
活
動
も
春
季
開
催

の
全
国
大
会
出
場
を
続
々

と
決
め
て
い
ま
す
。

○
剣
道
部
（
男
子
団
体
）

○
柔
道
部
（
男
子
団
体
）

○
柔
道
部
（
女
子
団
体
）

○
柔
道
部
（
男
子
個
人
）

○
柔
道
部
（
女
子
個
人
）

○
ボ
ク
シ
ン
グ
部

○
合
唱
部﹇１

月
22
日
現
在
﹈

11
月
18
日
㈯
、
九
州
学

院
体
育
館
で
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ウ
ィ
ー
ク
講
演
会
が
開
か

れ
、
Ｇ
・
Ｗ
・
バ
ー
ク
レ
ー

西
南
学
院
理
事
長
に
「
キ

リ
ス
ト
教
学
校
で
学
ぶ
意

義
〜
人
格
形
成
と
未
来
の

た
め
〜
」
と
の
演
題
で
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
生
は
ご
自
身
が
経
験

さ
れ
た
苦
労
や
出
会
い
の

話
を
交
え
て
中
高
生
徒
に

「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル

の
九
州
学
院
で
学
ば
れ
た

皆
さ
ん
は
キ
リ
ス
ト
と
結

ば
れ
『
い
ま
を
生
き
る
』

こ
と
を
大
切
に
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
そ
の
実
践

を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら
皆

さ
ん
が
迎
え
る
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
が
、
神
さ
ま
の
力

と
導
き
に
よ
っ
て
よ
い
方

向
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に

祈
り
ま
す
」と
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
ら
れ
ま
し
た
。

「
九
学
祭
」大
盛
況
！
芸
術
鑑
賞
も
実
施

全
国
大
会（
駅
伝・バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
）

皆
さ
ま
の
ご
声
援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
！

10
月
27
日
㈮
・
28
日
㈯

に
九
学
祭
が
盛
大
に
催
さ

れ
ま
し
た
。
初
日
の
校
内

発
表
で
は
書
道
部
が
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
で
見
事
な
揮
毫

を
披
露
し
ま
し
た
。
続
い

て
空
手
道
部
に
よ
る
演

武
、
合
唱
部
に
よ
る
コ
ー

ラ
ス
、
中
高
生
３
組
に
よ

る
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス

が
行
わ
れ
、
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

翌
日
の
一
般
公
開
は
雨

天
に
も
か
か
わ
ら
ず
早
く

か
ら
多
数
の
来
場
者
が
あ

り
、
ク
ラ
ス
や
部
活
動
、

育
友
会
に
よ
る
展
示
や
模

擬
店
、
さ
ら
に
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
と
い

ず
れ
も
終
始
大
盛
況
で
し

た
。
今
回
は
１
年
生
特
進

コ
ー
ス
が
総
合
体
育
館
で

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
企
画
を

催
し
た
り
、
同
ス
テ
ー
ジ

に
各
部
活
動
協
賛
に
よ
る

試
合
用
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の

展
示
と
写
真
撮
影
を
行
っ

た
り
す
る
な
ど
、
新
た
な

試
み
が
あ
り
、
来
場
者
の

好
評
を
得
て
い
ま
し
た
。

九
学
祭
は
生
徒
会
役
員

を
は
じ
め
実
行
委
員
の
生

徒
た
ち
が
準
備
か
ら
運
営

ま
で
献
身
的
に
頑
張
っ
て

い
ま
し
た
。
生
徒
会
役
員

や
放
送
部
員
な
ど
一
部
の

生
徒
た
ち
は
開
催
時
間
の

ほ
と
ん
ど
を
来
場
者
へ
の

心
配
り
や
ア
ナ
ウ
ン
ス
に

充
て
る
な
ど
し
、
そ
の
積

極
性
と
奮
闘
ぶ
り
に
内
外

か
ら
感
謝
や
感
動
の
声
が

多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
九
学
祭
に
先
立

ち
10
月
24
日
㈫
に
は
総
合

体
育
館
で
芸
術
鑑
賞
が
行

わ
れ
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を

鑑
賞
し
ま
し
た
。
役
者
が

演
じ
る
迫
真
の
演
技
に
、

終
演
後
の
カ
ー
テ
ン
コ
ー

ル
で
は
大
き
な
拍
手
が
沸

き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

１
月
11
日
㈭
、
九
州
学
院
図
書
室

に
お
い
て
「
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国

際
協
会
３
３
７
―
Ｅ
地
区
義
捐
金
贈

呈
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
義

捐
金
は
、
長
年
に
わ
た
り
生
徒
た
ち

が
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

や
献
血
協
力
を
継
続
し
て
い
る
こ
と

を
評
価
さ
れ
た
同
ク
ラ
ブ
地
区
の
皆

さ
ま
が
、
熊
本
地
震
で
甚
大
な
被
害

が
出
た
本
学
院
に
対
し
て
贈
呈
す
る

こ
と
を
決
議
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。贈

呈
式
で
は
三
島
省
吾
第
二
副
地

区
ガ
バ
ナ
ー
か
ら
丁
重
な
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
、
引
き
続
き
義
捐
金
（
５

０
０
万
円
）
目
録
と
記
念
プ
レ
ー
ト

の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
深
謝
し

て
義
捐
金
を
拝
受
し
た
長
岡
立
一
郎

理
事
長
は
御
礼
の
挨
拶
を
申
し
上

げ
、
図
書
の
充
実
な
ど
形
の
残
る
も

の
に
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
約
束
し
ま
し
た
。
こ
の
度
の
贈

呈
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

「育友会だより」
［講演会を開催］
　11月17日㈮、九州学院ブラウン・メモリアル・チャ
ペルにおいて育友会講演会を開催しました。講師に
小副川幸孝副院長を迎えて『九州学院の教育』との
演題で、全人教育などについてお話がありました。

［九学祭収益を学院へ贈呈］
　1月24日㈬、育友会定例委員会において10月28
日㈯に行われた九学祭一般公開での育友会食バザー
の収益金（目録）が、渡辺勇子育友会会長より阿部
英樹院長に贈呈されました。

［センター試験受験生に応援グッズを贈呈］
　1月13日㈯・14日㈰の両日に行われた、2018年
度大学入試センター試験を受験する生徒たちに、育
友会から応援グッズ
（合格飴・マスク・
インスタントカイロ
など）が12日㈮の
激励会で岩田圭代副
会長より一人一人に
手渡されました。

［卒業記念DVD『S70回の軌跡』を贈呈］
　3月に学院を巣立つ高校3年生に、今年も育友会よ
り卒業記念DVD『S70回の軌跡』を贈呈します。3
年間の思い出が写真や映像でたくさん収められた、
楽しめる内容となっています。

藤本くんペア
再び世界の舞台へ！

　1月7日（日）、ストリートダンスの世界一を決定
する"Juste Debout"（ジュストゥドゥブ）の中国大
会が上海市で行われ、HIPHOP部門に出場した藤
本一喜くんペア（LEO ＆ IKKI）が見事優勝し、3
月にパリで開催される世界大会（決勝トーナメント）
に予選なしで出場できる権利を獲得しました。昨年
3月の世界大会でも予選から決勝トーナメント進出
をはたすなど、日本のトップダンサーとして活躍して
います。
　決勝トーナメ
ント＝（Juste
Debout 2018
WORLD FINAL
［3月4日]）で
の活躍が大いに
期待されていま
す。

①
ツ
リ
ー
点
灯
式

11
月
24
日
㈮
、
正
門
付

近
で
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

点
灯
式
を
行
い
ま
し
た
。

耐
震
改
築
・
改
修
を
終
え

た
２
号
館
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
と
相
ま
っ
て
、
一
段
と

美
し
さ
が
増
し
ま
し
た
。

希
望
と
喜
び
を
祈
り
に
込

め
て
参
加
者
は
手
に
し
た

キ
ャ
ン
ド
ル
に
点
火
し
、

高
ら
か
に
ク
リ
ス
マ
ス
の

讃
美
歌
を
歌
い
ま
し
た
。

②
学
院
ク
リ
ス
マ
ス

12
月
16
日
㈯
、
総
合
体

育
館
に
お
い
て
学
院
ク
リ

ス
マ
ス
を
行
い
ま
し
た
。

礼
拝
で
は
小
副
川
チ
ャ
プ

レ
ン
が
ク
リ
ス
マ
ス
の
意

味
と
希
望
に
つ
い
て
語
り

ま
し
た
。
引
き
続
き
行
わ

れ
た
第
２
部
で
は
、
み
ど

り
幼
稚
園
の
園
児
た
ち
に

よ
る
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
（
聖

降
誕
劇
）
や
高
校
３
年
生

聖
歌
隊
に
よ
る
合
唱
や
演

奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
高
校
は
ク
ラ
ス

ご
と
に
祝
会
、
中
学
校
は

チ
ャ
ペ
ル
で
全
学
年
合
同

で
の
礼
拝
の
と
き
を
そ
れ

ぞ
れ
も
ち
ま
し
た
。

③
燭
火
礼
拝

12
月
22
日
㈮
、
３
号
館

ホ
ー
ル
に
お
い
て
燭
火
礼

拝
が
生
徒
や
教
職
員
、
保

護
者
、
卒
業
生
な
ど
が
参

加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

暗
闇
に
輝
く
キ
ャ
ン
ド
ル

の
光
に
、
イ
エ
ス
さ
ま
の

降
誕
の
喜
び
と
そ
れ
ぞ
れ

の
祈
り
を
重
ね
ま
し
た
。

礼
拝
後
に
は
聖
歌
隊
の
合

唱
と
吹
奏
楽
部
の
演
奏
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

主
の
生
誕
を
祝
い
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
多
彩
に

クリスマス献金についての報告
クリスマス献金の合計額は471,436円でした。感謝

して報告させていただきます。誠にありがとうございまし
た。この献金はChild Fund Japanの活動である「ス
ポンサーシップ・プログラム」を通して、アジアの子ど
もたちの通学支援に用いられます。

１
月
10
〜
12
日
、
高
校

３
年
生
の
特
技
・
準
特
技

ク
ラ
ス
が
関
西
へ
の
研
修

旅
行
を
行
い
ま
し
た
。
３

年
間
苦
楽
を
共
に
し
た
級

友
と
、
有
意
義
な
研
鑽
と

楽
し
い
交
流
の
と
き
を
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

卒
業
を
間
近
に
控
え
る
な

か
で
、
貴
重
な
思
い
出
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
３

日
間
と
な
り
ま
し
た
。

高
３
特
技
・
準
特
技

ク
ラ
ス「
研
修
旅
行
」

＝ 予 告 ＝
九州学院創立110周年 震災復興特別募金

チャリティーイベント（仮称）開催！
2018年6月18日（月）夕方～

【熊本県立劇場コンサートホール】
詳細は決定しだい九州学院ＨＰなどでお知らせします

春
の
全
国
大
会（
選
抜
な
ど
）続
々
と
出
場
決
定

九
学
健
児
の
活
躍
に
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
！

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
学
院
に
義
捐
金
を
贈
呈

理
事
長
・
院
長
が
感
謝
し
て
拝
受

キ
リ
ス
ト
教
学
校
で
学
ぶ
意
義

バ
ー
ク
レ
ー
西
南
学
院
理
事
長
が
講
演

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク

（右が藤本一喜くん［高３]）



第 120号（3）2018 年 2月15日

ＲＫＫ・TV番組「熊本の心」
渕上毛錢、山下泰裕両氏を紹介
11月25日㈯、RKKテレビ番組の道徳教育用

郷土資料『熊本の心』（熊本県の広報番組）の中
で、九州学院OBで詩人の渕上毛錢氏（旧18回卒）
の生涯「生きた、臥た、書いた」が紹介されました。
渕上氏は脊髄カリエスで長い間病床にありながら、
35歳の若さで亡くなるまでに多くの素晴らしい文
芸作品を残したことで知られています。
また、現全日本柔道連盟の会長で九州学院名

誉卒業生の山下泰裕氏（S28回）も「人生の金
メダル」というタイトルでその半生が取り上げられ
ました。

テレビ東京人気番組「Youは何しに日本へ？」
海を越え、46年ぶりの涙の再会
九州学院は米国のキリスト教会（ルーテル派）の

人々の熱い祈りと献金によって1911年に建てられ、
創立当時から現在に至るまで教会本部から英会話教師
（宣教師）が派遣され、常時2～3名が学院に勤務し
ています。その人達は日本（J）に3年（近年は2年）の
任期で滞在することからJ3と呼ばれています。
その中の一人であるウイリアム・レゲット先生

（1968年～ 1971年）が、昨年秋になんと46年ぶ
りに九州学院を再訪され、偶然にもテレビ東京のTV
番組「Youは何しに日本へ？」の取材を受けたことは
九学通信の前号でお知らせした通りです。
その後、1月8日㈪午後6時55分からの同番組で

その時の模様が紹介されました。ブラウン・メモリア
ル・チャペルなどでの懐かしい人々との感動的な再
会、大江教会での楽しい歓迎パーティーなど盛りだく
さんのシーンが上手く編集された作品に仕上がって
います。
流石に人気番組とあり、全国の同窓生の反響は大

きく、とても素晴らしい学院の宣伝にもなったようで
す。残念ながら、その日の放送は東京、大阪、名古屋、
福岡などでしか視聴できず、熊本での放送日は2月末
から～3月頃になるようです。どうか是非お楽しみに!!

シリーズ

羽
ば
た
く
同
窓
生

映
画「
い
っ
ち
ょ
ん
す

か
ん
」で
共
演

高
良
健
吾
氏（
Ｓ
58
回
）

黒
木
よ
し
ひ
ろ
氏（
Ｓ
36
回
）

熊
本
を
紹
介
す
る
行
定

勲
監
督
の
作
品
『
う
つ
く

し
い
ひ
と
』『
う
つ
く
し
い

ひ
と
サ
バ
？
』
に
続
く
特

別
編
映
画
『
い
っ
ち
ょ
ん

す
か
ん
』
の
撮
影
が
12
月

中
旬
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
も
主
な
出
演
は
九

州
学
院
Ｏ
Ｂ
の
俳
優
高
良

健
吾
氏
（
Ｓ
58
回
）
で
す

が
、
他
に
も
地
元
の
テ
レ

ビ
番
組
「
サ
タ
ブ
ラ
」
の

司
会
等
で
活
躍
中
の
九
学

Ｏ
Ｂ
で
タ
レ
ン
ト
の
黒
木

よ
し
ひ
ろ
氏
（
Ｓ
36
回
）

も
共
演
し
て
い
ま
す
。

同
映
画
は
、
熊
本
で
起

き
た
地
震
の
前
震
か
ら
本

震
の
朝
ま
で
の
お
話
で
、

大
変
な
状
況
に
も
関
わ
ら

ず
友
を
思
い
、
恋
人
を
思

い
、
ユ
ー
モ
ア
を
忘
れ
ず

に
震
災
と
向
か
い
合
っ
た

熊
本
県
人
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン

コ
メ
デ
ィ
で
す
。な
お
、
こ

の
作
品
は
今
春
開
か
れ
る

「
く
ま
も
と
復
興
映
画
祭

２
０
１
８
」
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
で
上
映
さ
れ
ま
す
。

藤
原
弘
樹
氏（
Ｓ
57
回
）の

ロ
ッ
ク
バ
ン
ド「
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｉ

Ｍ
Ａ
」が
紅
白
出
場
！

九
州
学
院
の
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部
の
Ｏ
Ｂ
藤
原
弘

樹
氏
（
Ｓ
57
回
）
が
ド
ラ

ム
と
コ
ー
ラ
ス
を
担
当
す

る
、
人
気
上
昇
中
の
3
人

組
の
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
「
Ｗ

Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ａ
」（
ワ
ニ
マ
）

が
、
年
末
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白

歌
合
戦
に
出
場
し
ま
し

た
。
同
バ
ン
ド
は
熊
本
出

身
の
３
人
か
ら
な
る
バ
ン

ド
で
現
在
若
者
の
間
で
大

変
な
人
気
を
博
し
て
い
ま

す
。
同
窓
生
が
紅
白
に
出

場
す
る
の
は
初
め
て
の
こ

と
で
あ
り
、
同
窓
の
大
き

な
誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
に
ド

ラ
フ
ト
4
位
で
入
団

島
田
海
吏
選
手（
Ｓ
66
回
）

今
年
の
ド
ラ
フ
ト
に
は

村
上
宗
隆
選
手
（
高
３
）

が
東
京
ヤ
ク
ル
ト
に
1
位

指
名
を
受
け
入
団
が
決
ま

り
ま
し
た
が
、
同
窓
の
島

田
海
吏
選
手
（
上
武
大
４

年
・
Ｓ
66
回
）
も
阪
神
タ

イ
ガ
ー
ス
に
ド
ラ
フ
ト
４

位
で
入
団
し
ま
し
た
。

宇
土
鶴
城
中
時
代
に

陸
上
の
全
国
大
会
準
決
勝

で
あ
の
桐
生
選
手
に
勝
っ

た
ほ
ど
の
俊
足
が
期
待
さ

れ
、
背
番
号
は
球
団
Ｏ
Ｂ

の
赤
星
憲
広
氏
（
野
球
評

論
家
）
が
２
０
０
１
年
の

入
団
か
ら
９
年
間
、
背
負

い
〝
準
欠
番
〞
扱
い
だ
っ

九
学
同
窓
会
だ
よ
り

同
窓
会
若
手
の
会
主
催

チ
ャ
ペ
ル
成
人
式
に
250
人

（
Ｓ
68
回
・
Ｊ
66
回
）
２

５
０
人
余
を
含
め
３
５
０

人
を
超
え
る
人
た
ち
が
参

加
し
ま
し
た
。

今
年
で
５
回
目
を
迎
え

る
成
人
式
は
小
副
川
チ
ャ

プ
レ
ン
・
副
院
長
の
司
式

で
礼
拝
か
ら
始
ま
り
、
晴

れ
着
姿
の
新
成
人
た
ち
は

大
き
な
声
で
讃
美
歌
を
歌

い
、
祝
福
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
傾
聴
し
て
い
ま
し
た
。

礼
拝
後
に
は
宮
﨑
若
手
の

会
会
長
、
阿
部
院
長
、
山

﨑
同
窓
会
会
長
や
当
時
の

担
任
ら
が
祝
辞
を
述
べ
、

新
成
人
を
代
表
し
那
須
、

吉
永
の
両
名
が
お
礼
を
述

べ
記
念
品
を
受
け
取
り
ま

し
た
。
最
後
に
全
員
で
記

念
撮
影
を
行
っ
て
お
開
き

と
な
り
ま
し
た
。

た
「
53
」
に
決
ま
り
ま
し

た
。
偉
大
な
番
号
を
背
に

赤
星
２
世
と
し
て
聖
地
を

駆
け
る
日
が
近
い
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

九
学
Ｏ
Ｂ
対
決
を
制

し
剣
道
日
本
一！

西
村
英
久
氏（
Ｓ
59
回
）

11
月
3
日
㈮
、
東
京
・

日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
た

第
65
回
全
日
本
剣
道
選
手

権
で
、
九
州
学
院
Ｏ
Ｂ
西

村
英
久
氏
（
熊
本
県
警
）

が
決
勝
で
、
同
じ
九
学
の

先
輩
の
内
村
良
一
氏
（
Ｓ

51
回
・
警
視
庁
）
を
破
っ

て
２
年
ぶ
り
２
度
目
の
日

本
一
に
輝
き
ま
し
た
。

剣
道
日
本
一
を
競
う
最

高
の
舞
台
で
九
学
同
窓
の

二
人
が
決
勝
で
対
戦
す
る

と
は
実
に
素
晴
ら
し
い
こ

と
で
同
窓
生
と
し
て
誇
ら

し
い
こ
と
で
す
。
さ
ら
に

真
田
裕
行
氏（
Ｓ
66
回
・

鹿
屋
体
大
）も
3
度
目
の

出
場
で
ベ
ス
ト
8
入
り
を

果
た
し
た
こ
と
も
驚
き
で

す
。

2018大同窓会総会・懇親会
日時：2018年4月20日㈮17時30分～
場所：熊本ホテルキャッスル

担当学年は0と5の付く回となります。
皆様のご協力を宜しくお願い致します。

1
月
8
日
（
月
・
祝
）

午
後
1
時
よ
り
九
州
学
院

ブ
ラ
ウ
ン･
メ
モ
リ
ア
ル･

チ
ャ
ペ
ル
に
お
い
て
、
九

州
学
院
同
窓
会
若
手
の
会

主
催
に
よ
る
「
チ
ャ
ペ
ル

成
人
式
」
が
開
催
さ
れ
、

新
成
人
と
な
っ
た
同
窓
生

12
月
2
日
㈯
夜
、

「
阿
蘇
郡
市
合
同
同

窓
会
懇
親
会
」
が
内

牧
の
阿
蘇
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
阿
蘇
郡
市
の

小
国
郷
九
学
会
、
南

阿
蘇
九
学
会
、
阿
蘇

中
央
九
学
会
は
例
年

其
々
に
同
窓
会
を
開

い
て
い
ま
す
が
、
今

回
は
同
窓
会
設
立
の

１
０
０
周
年
（
１
９

１
７
〜
２
０
１
７
）
を
記

念
し
て
阿
蘇
郡
市
合
同
の

同
窓
会
と
な
り
ま
し
た
。

会
に
は
山
﨑
恒
雄
同
窓

会
会
長
、
阿
部
英
樹
学
院

長
も
含
め
70
名
ほ
ど
が
参

加
、
学
院
時
代
の
思
い
出

話
、
お
互
い
の
近
況
な
ど

時
間
を
忘
れ
て
懇
親
の
時

を
持
ち
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
最
後
に
全
員
で
校
歌

を
声
高
ら
か
に
歌
い
お
開

き
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
来
年
４
月
20
日

㈮
に
開
催
予
定
の
「
２
０

１
８
大
同
窓
会
総
会
・
懇

親
会
」
の
実
行
委
員
長
の

大
役
を
担
う
小
国
郷
九
学

会
の
高
橋
正
之
助
氏
（
Ｓ

25
回
）が
挨
拶
に
立
ち「
来

年
の
大
同
窓
会
を
成
功

さ
せ
る
べ
く
皆
様
の
ご
協

力
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
」
と
阿
蘇
郡
市
か
ら
の

参
加
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

同
窓
会
設
立
百
周
年

阿
蘇
郡
市
合
同
同
窓
会
を
開
催

同
窓
会
設
立
百
周
年

阿
蘇
郡
市
合
同
同
窓
会
を
開
催

1
月
6
日
㈯
午
後
6
時

か
ら
メ
ル
パ
ル
ク
熊
本
に

お
い
て
恒
例
の
「
九
州
学

院
卒
業
生
義
務
制
教
職
員

同
窓
会
」（
大
江
剛
会
長
・

Ｓ
34
回
卒
）
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
会
は
、
義
務
制
の

小
中
学
校
を
は
じ
め
教
育

委
員
会
や
そ
の
他
の
教
育

機
関
に
勤
務
す
る
九
州
学

院
の
卒
業
生
と
、
本
学
院

の
教
職
員
と
の
間
の
情
報

交
換
と
親
睦
を
目
的
と
し

た
も
の
で
、
毎
年
こ
の
時

期
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
も
約
40
人
が
参
加

し
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
ム
ー
ド
の
中
、
お
互
い

の
近
況
や
学
院
時
代
の
思

九
州
学
院
同
窓
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
一
新

２
０
１
７
年
11
月
１
日

よ
り
、
九
州
学
院
同
窓

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理

会
社
が
変
わ
り
、
ホ
ー

ム
画
面
が
一
新
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
経
費
節
減
の
た

め
（
学
法
）
九
州
学
院

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理

会
社
と
一
本
化
し
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

今
後
と
も
「
九
州
学

院
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
の
御
閲
覧
を
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

義
務
制
教
職
員

同
窓
会
を
開
催

い
出
話
な
ど
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

「
九
学
同
窓
会
だ
よ
り
」

文
責
・
小
手
川　

勲
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10
月
29
日
㈰
、九
州
学

院
ブ
ラ
ウ
ン
・
メ
モ
リ
ア

ル
・
チ
ャ
ペ
ル
に
お
い
て「
日

本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
九

州
教
区
宗
教
改
革
５
０
０

年
記
念
礼
拝
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。今
回
は
マ
ル
テ
ィ

ン
・
ル
タ
ー
が
宗
教
改
革

を
１
５
１
７
年
に
起
こ
し

て
５
０
０
年
の
節
目
を
記

念
し
て
、
九
州
教
区
合
同

礼
拝
と
し
ま
し
た
。

九
州
各
地
か
ら
牧
師
、

宣
教
師
、
信
徒
ら
５
０

０
人
超
が
チ
ャ
ペ
ル
に
集

い
、
こ
の
礼
拝
の
た
め
に

組
織
さ
れ
た
記
念
合
唱

団
、
九
州
学
院
中
高
お
よ

び
ル
ー
テ
ル
学
院
中
高
の

吹
奏
楽
部
と
合
唱
部
も
合

同
で
演
奏
や
賛
美
を
行
う

な
ど
教
会
と
両
学
院
か
ら

多
く
の
出
席
者
・
奉
仕
者

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

ハ
ン
ス
・
カ
ー
ル
・
フ
ォ

ン
・
バ
ル
テ
ル
ン
駐
日
ド

宗
教
改
革
５
０
０
年
記
念
礼
拝
を
チ
ャ
ペ
ル
で
挙
行

駐
日
ド
イ
ツ
大
使
夫
妻
も
出
席
歴
史
資
料・情
報
セ
ン
タ
ー
を
見
学

イ
ツ
大
使
ご
夫
妻
も
列
席

さ
れ
、
礼
拝
後
に
は
ご
祝

辞
を
た
ま
わ
り
ま
し
た
。

約
２
時
間
の
礼
拝
は
荘

厳
な
な
か
に
も
平
安
と
喜

び
を
感
じ
ら
れ
る
祝
福
の

と
き
と
な
り
ま
し
た
。
終

了
後
に
は
チ
ャ
ペ
ル
前
で

「
ル
タ
ー
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

が
開
催
さ
れ
、
こ
ち
ら
も

終
始
大
盛
況
で
し
た
。

礼
拝
に
先
立
ち
、
大
使

ご
夫
妻
は
学
院
関
係
者
と

の
懇
談
に
臨
ま
れ
、
長
岡

理
事
長
、
阿
部
院
長
ら
が

歓
迎
の
挨
拶
と
学
院
の
紹

介
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
３
号
館
に
設

置
さ
れ
て
い
る
「
九
州
学

院
１
０
０
周
年
記
念
歴
史

資
料
・
情
報
セ
ン
タ
ー
」

に
場
所
を
移
し
、
学
院
の

歴
史
に
関
す
る
貴
重
な
展

示
資
料
等
を
紹
介
す
る
機

会
を
も
た
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
案
内
と
説
明
を

藤
本
誠
教
諭
が
行
い
、
大

使
ご
夫
妻
は
た
い
へ
ん
興

味
深
く
資
料
を
丁
寧
に
ご

覧
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

文泰学園と相互訪問で有意義な交流
　11月13日㈪～15日㈬、九州学院の交流校である大韓民
国木浦市の文泰学園を生徒と引率教師計10人が訪問し、交
流と研鑽のときをもちました。熱い歓迎を受けた一行は早速
授業に加わるなどして交流しました。ホームステイ先でも友
好関係を深めることができ、帰途につく際にはお互いに涙す
る生徒もいました。また、韓国の現代美術や伝統文化にも触
れることができ、有意義な学びができました。
　今回の訪問に先立ち10月27日㈮～29日㈰、文泰学園か
らの訪問団が九州学院を訪ねられ、九学祭や熊本見学などを
通して交流を深める多くの機会をもつことができました。

将
棋
全
国
大
会
４
連
続

出
場
の
快
挙
達
成
！

　

古
荘
香
弥
さ
ん（
２
年
）

11
月
12
日
㈰
、「
第
26

回
全
国
高
等
学
校
文
化
連

盟
将
棋
新
人
大
会
熊
本
県

大
会
」
が
行
わ
れ
、
２
年

生
の
古
荘
香
弥
さ
ん
が
準

優
勝
と
な
り
、
全
国
大
会

進
出
を
決
め
ま
し
た
。

古
荘
さ
ん
は
１
年
生
の

全
国
高
校
総
文
祭
、
全
国

新
人
大
会
、
２
年
生
の
全

国
高
校
総
文
祭
に
続
く
４

連
続
で
の
全
国
大
会
出
場

と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ

ま
し
た
。
３
年
生
で
全
国

高
校
総
文
祭
に
出
場
す
る

と
、
在
学
中
す
べ
て
全
国

大
会
進
出
の
偉
業
を
達
成

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

英
語
弁
論
で
西
日
本
＆

九
州
大
会
１
位
通
過
！

　

黄　

允
珠
さ
ん（
１
年
）

１
年
生
の
黄
允
珠
さ
ん

は
、
10
月
29
日
㈯
に
行
わ

れ
た
「
第
66
回
チ
ャ
ー
チ

ル
杯
争
奪
全
日
本
高
等
学

校
英
語
弁
論
大
会
」
の
西

日
本
予
選
を
見
事
１
位
で

通
過
し
、
決
勝
大
会
に
進

出
し
ま
し
た
（
決
勝
大
会

の
結
果
は
５
位
）。

さ
ら
に
、
11
月
４
日
㈯

に
行
わ
れ
た
「
第
27
回
九

州
地
区
高
等
学
校
英
語
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」
で

も
１
位
に
輝
き
、
２
月
に

行
わ
れ
る
全
国
大
会
進
出

を
決
め
ま
し
た
。
１
年
生

に
し
て
す
ば
ら
し
い
活
躍

を
続
け
て
い
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
モ
デ
ル
日
本

大
会
で
10
代
で
入
賞
！

井
上
凌
さ
ん（
３
年
）

11
月
26
日
㈰
、
一
般
社

団
法
人
ベ
ス
ト
ボ
デ
ィ
・

ジ
ャ
パ
ン
協
会
が
主
催
す

る「
ベ
ス
ト
ボ
デ
ィ
・
ス
ー

パ
ー
モ
デ
ル
２
０
１
７
日

本
大
会
」
に
西
日
本
予
選

で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し

た
３
年
生
の
井
上
凌
さ
ん

が
最
終
審
査
に
臨
み
、
５

位
入
賞
を
は
た
し
ま
し

た
。
こ
の
部
門
は
年
齢
に

よ
る
出
場
区
分
が
な
い
こ

と
か
ら
、
10
代
で
の
入
賞

は
快
挙
と
い
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
数
多
く
の
モ

デ
ル
活
動
で
実
績
を
持
つ

井
上
さ
ん
は
、
日
本
大
会

の
も
つ
独
特
の
雰
囲
気
に

も
飲
み
込
ま
れ
る
こ
と
な

く
堂
々
と
し
た
表
現
で
会

場
に
詰
め
か
け
た
大
勢
の

観
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

第
21
回
熊
本
県
高
等
学
校

文
化
連
盟
吹
奏
楽
部
新
人

コ
ン
ク
ー
ル（
12
月
21
日
）

﹇
熊
本
県
立
劇
場]

　

銀
賞

第
39
回
読
売
学
生
書
展

（
読
売
学
生
準
大
賞
）

　

一
門　

瑞
樹
（
２
年
）

（
山
口
市
教
育
委
員
会
賞
）

　

福
島　

咲
輝
（
１
年
）

（
那
覇
市
教
育
委
員
会
賞
）

　

福
田　

裕
理
（
１
年
）

（
読
売
新
聞
西
部
本
社
賞
）

　

坂
本　

莉
音
（
２
年
）

第
53
回
熊
本
県
高
等
学
校

書
道
展

（
優
秀
賞
）

　

田
上　

朋
果
（
２
年
）

（
奨
励
賞
）

　

嶋
尾　

千
尋
（
２
年
）

第
５
回
親
守
詩
熊
本
県

大
会・同
コ
ン
ク
ー
ル

（
熊
本
市
教
育
委
員
会
賞
）

　

窪
田　

俊
祐
（
１
年
）

（
入
選
）

　

飯
田
要
次
郎
（
１
年
）

第
14
回
公
徳
文
芸
賞

《
肥
後
狂
句
部
門
》

（
入
選
）

　

吉
永
菜
々
子
（
１
年
）

文
化
面
で
も
充
実

約75％が進路決定
進路指導部長　谷口象二郎

12月末までで今年度の推薦入試、AO入試はほぼ終了しました。1
月13日・14日にはセンター試験が行われ、50名が受験しました。
この後、国公立大学の二次試験および私立大学の一般入試が行われ
ます。これから受験する皆さんの健闘をお祈りいたします。今春卒
業予定3年生335名のうち1月20日㈯現在までの進路状況は、4年
制大学206名、短大5名、専門学校27名、就職内定11名（企業3名、
公務員8名(自衛隊4、警察2、消防、郵便)）、留学1名で、合計252名、
約75%の生徒の進路先が決まっています。内訳は、国公立大学6名（筑
波、東北、熊本、鹿屋体育、熊本県立2）、私立大学200名（熊本学
園26、福岡19、日本8、関東学院6、同志社5、東洋5、熊本保健
科学5、帝京5、九州産業5、日本体育5、久留米5、九州ルーテル学
院4、専修4、東京国際4、東京女子3、立命館アジア太平洋3、明治
学院3、福岡女学院3、城西国際3、駒澤3、崇城3、亜細亜3、法政2、
関西2、西南学院2、明治2、同志社女子2、近畿2、九州看護福祉2、
桜美林2、中央2、神奈川2、ルーテル学院2、尚絅2、大阪学院2、
日本文理2、大東文化2、早稲田、関西学院、国際基督教、青山学院、
立教、立命館、國學院、国立音楽、国士舘、山梨学院、中京、東海、
九州共立、杏林、高岡法科、日本経済、立正、上武、聖マリア学院、
中村学園、流通経済、広島国際、安田女子、大妻女子、千葉商科、函館、
福山、大阪芸術、宝塚医療、大和、鈴鹿医療科学、秀明、京都造形芸術）、
短大5名（青山学院女子、福岡女学院、夙川学院、尚絅）、以上です。

成
果
主
義
な
ど
を
超
え

る
尺
度
と
は
「
人
間
を
神

の
目
か
ら
見
る
」
こ
と
で

あ
り
、
神
が
「
価
値
が
あ

る
」
と
み
た
す
べ
て
の
人

間
（
神
に
創
ら
れ
愛
さ
れ

購
わ
れ
た
人
間
）
は
等
し

く
か
け
が
え
の
な
い
存
在

で
あ
る
。
聖
書
学
や
神
学

は
世
間
一
般
と
は
異
な
る

価
値
観
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
学
問
だ
か
ら
こ
そ
、

そ
の
学
び
は
現
代
社
会
に

果
た
す
役
割
が
あ
る
。

○
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学

江
藤
直
純
学
長

『
神
学
が
現
代
社
会
に
果

た
す
役
割
と
は
？
』

自
分
の
力
で
何
か
人
の

た
め
に
役
に
立
つ
こ
と
が

あ
る
。
大
学
進
学
は
た
い

へ
ん
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と

だ
が
、
た
だ
大
学
に
行
く

だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
こ

と
が
あ
る
。
大
学
時
代
に

自
分
が
興
味
を
持
っ
た
こ

と
に
ど
ん
ど
ん
挑
戦
す
る

こ
と
、
大
学
に
行
っ
た
か

ら
こ
そ
得
ら
れ
る
機
会
を

活
か
す
こ
と
を
大
切
に
し

て
、
外
の
世
界
に
積
極
的

に
出
て
行
っ
て
ほ
し
い
。

○
あ
し
な
が
育
英
会

山
田
優
花
さ
ん

『
チ
ェ
ン
ジ
〜
私
の
ウ
ガ
ン

ダ
２
０
０
０
日
〜
』

同
志
社
大
学
で
学
ぶ
経

済
学
で
は
、
ミ
ク
ロ
的
市

場
と
マ
ク
ロ
的
市
場
の
双

方
で
物
事
を
考
え
て
い
く

こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。

経
済
学
の
目
標
は
経
済
活

動
の
モ
デ
ル
を
考
え
る
こ

と
で
あ
り
、
日
本
と
中
国

の
経
済
活
動
モ
デ
ル
を
さ

ま
ざ
ま
な
指
標
か
ら
比
較

分
析
し
て
み
る
と
、
両
者

は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ

る
こ
と
が
判
っ
て
く
る
。

そ
の
過
程
と
結
論
に
経
済

学
の
面
白
さ
が
あ
る
。

○
同
志
社
大
学

横
井
和
彦
教
授

『
日
中
経
済
比
較
〜
国
際

化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
〜
』

「
普
通
の
考
え
方
（
順

問
題
）
と
は
反
対
の
行
程

を
た
ど
る
考
え
方
（
逆
問

題
）」
で
考
え
て
い
く
こ

と
が
最
先
端
の
数
学
研
究

で
、
同
志
社
大
学
で
は
こ

の
逆
問
題
を
重
視
し
て
い

る
。
し
か
し
、
逆
問
題
に

取
り
組
む
た
め
に
は
順
問

題
を
疎
か
に
し
て
は
い
け

な
い
。
し
た
が
っ
て
高
校

で
の
数
学
の
学
習
内
容
一

つ
一
つ
に
つ
い
て
、
正
確

な
理
解
を
定
着
さ
せ
る
こ

と
が
大
切
な
の
で
あ
る
。

○
同
志
社
大
学

多
久
和
英
樹
教
授

『
数
学
し
ま
し
ょ
う
か

〜
順
問
題
と
逆
問
題
〜
』

第
一線
で
活
躍
す
る
講
師
陣
が
続
々
来
校

〜
模
擬
授
業
や
講
演
の
ま
と
め
か
ら
〜
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新
春
、
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

み
ど
り
幼
稚
園
も
認

定
こ
ど
も
園
に
な
っ
て
か

ら
３
年
目
を
終
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
１

号
、
２
号
、
３
号
認
定
制

度
の
種
別
に
よ
っ
て
保
育

時
間
が
異
な
り
、
園
児
た

ち
の
園
生
活
の
過
ご
し
方

に
も
微
妙
な
変
化
が
生
じ

て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
ふ
た
ば
会
（
保
護
者

会
）
の
集
ま
り
に
お
き
ま

し
て
も
一
同
が
揃
っ
て
集

ま
り
の
場
を
持
つ
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
そ
の
要
因
と
し
ま
し

て
は
、
夫
婦
共
働
き
の
ご

家
庭
が
以
前
よ
り
も
圧
倒

的
に
多
く
な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
で
す

が
保
護
者
会
役
員
の
方
々

を
中
心
に
、
園
行
事
に
保

護
者
の
皆
さ
ま
に
は
協
力

的
な
働
き
を
担
っ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
厚

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

み
ど
り
幼
稚
園
で
は
、

役
員
以
外
の
保
護
者
の
皆

さ
ま
に
も
何
か
の
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

の
方
針
の
も
と
、
働
き
か

け
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
園

児
、
保
護
者
、
教
職
員
全

員
が
、
一
つ
の
共
同
体
と

し
て
の
み
ど
り
幼
稚
園
を

構
成
し
機
能
さ
せ
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

幼
児
期
に
お
い
て
は
何

と
い
っ
て
も
親
の
愛
情
、

家
庭
生
活
で
の
関
わ
り
方

が
最
も
重
要
で
す
。
子
ど

も
た
ち
が
「
安
心
」
し
て

日
々
を
過
ご
せ
る
の
は
、

「
自
分
が
独
り
ぼ
っ
ち
で

は
な
く
、
お
父
さ
ん
や
お

母
さ
ん
が
い
つ
も
自
分
を

見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
か

ら
大
丈
夫
だ
」
の
気
持
ち

が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
11
月
後
半

に
は
、
親
子
や
園
の
友
達

と
共
有
で
き
る
体
験
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま

し
た
。
そ
れ
は
親
子
の
絆

の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て

体
験
す
る
こ
と
と
、
自
然

と
の
触
れ
合
い
を
体
現
で

き
る
活
動
の
一
つ
と
し
て

立
田
山
ハ
イ
キ
ン
グ
を
計

画
し
ま
し
た
。
軽
い
山
登

り
で
し
た
が
、
親
子
で
自

然
の
草
花
を
見
て
語
り
合

い
、
手
作
り
の
お
弁
当

を
美
味
し
く
食
べ
る
子

ど
も
た
ち
の
姿
と
、
親

子
が
共
に
い
る
こ
と
に
、

温
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

み
ど
り
幼
稚
園
が
神

さ
ま
の
愛
に
促
さ
れ
、

お
互
い
に
一
人
の
人
間

と
し
て
尊
ぶ
こ
と
の
で

き
る
「
子
ど
も
の
園
」
で

あ
り
た
い
と
願
う
と
と
も

に
、
親
子
が
喜
ん
で
集

い
、
笑
顔
が
溢
れ
る
園
で

あ
れ
る
よ
う
に
と
祈
り
つ

つ
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

九中
コーナーナナナナナナナナナナナナナナ
九九九九九九九九九九九九九九九九九九中中中中中中中中中中中中中中中中中中
ココココココココココココココココココーーーーーーーーーーーーーーーーーーナナナナナナナナナナナナナナナナナナーーーーーーーーーーーーーーーーーー

九
州
学
院
み
ど
り
幼
稚
園

子
ど
も
た
ち
の
安
心

〜
そ
れ
は
親
子
や
家
庭
の
絆
か
ら
〜

長
岡
立
一
郎

認
定
こ
ど
も
園
九
州
学
院

み
ど
り
幼
稚
園
園
長

九

州

学

院

理

事

長

11
月
７
日
㈫
〜
10
日
㈮

２
年
生
は
沖
縄
県
へ
の
研

修
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。

ひ
め
ゆ
り
の
塔
や
平
和
記

念
資
料
館
で
の
平
和
学
習

を
は
じ
め
、
琉
球
王
国
時

代
に
つ
い
て
の
歴
史
学
習

や
沖
縄
の
伝
統
芸
能
や
文

化
に
触
れ
る
体
験
学
習
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で

第
38
回
熊
本
市

中
学
生
弁
論
大
会

（
最
優
秀
賞
）

　

植
田　

來
未
（
３
年
）

熊
本
市
中
生
連
弁
論
大
会

東
部
地
区
大
会

（
最
優
秀
賞
）

　

吉
田　

凜
子
（
２
年
）

第
44
回
熊
本
県
私
立

中
学
校
英
語
弁
論
大
会

（
２
位=

学
年
別=

）

　

小
嶺　

汰
芽
（
１
年
）

　

田
中　

陽
愛
（
１
年
）

　

永
田
ま
ど
か
（
１
年
）

　

毎
床　

悠
真
（
１
年
）

第
69
回
全
日
本
中
学
校
英

語
弁
論
大
会
熊
本
県
予
選

（
５
位
）

　

岩
田　

花
佳
（
３
年
）

第
５
回
親
守
詩
熊
本
県

大
会
・
同
コ
ン
ク
ー
ル

（
入
選
）

　

吉
田　

凜
子
（
２
年
）

　

鶴
丸
ひ
な
の
（
２
年
）

　

米
谷　

美
紅
（
１
年
）

熊
本
西
税
務
団
体
長
協
議
会

「
税
に
関
す
る
作
品
」

（
金
賞=

習
字
の
部=

）

　

吉
田　

凜
子
（
２
年
）

文
化
面
で
も
活
躍

き
、
と
て
も
充
実
し
た
研

修
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
生
徒
た
ち
は
こ

の
研
修
旅
行
を
通
じ
て
絆

を
深
め
た
り
、
集
団
行
動

の
大
切
さ
を
再
認
識
し
た

り
す
る
機
会
も
も
つ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の

経
験
で
得
た
こ
と
を
将
来

の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活

か
し
て
ほ
し
い
で
す
。

12月22日(金)、ブラウン・メモリアル・チャペルで九州学院中学校クリス
マス合唱発表会を開催しました。全学年による合唱発表会は初めての取り組
みで、聖書科の時間と昼休みの時間を使い日々練習を重ねてきました。本番は、
生徒たちも楽しんでいる様子で、クラスごとに工夫された振付、ギター演奏やダンスなどパフォー
マンスに会場からは大きな拍手が送られました。各クラスの課題曲、自由曲は以下の通りです。

＜１年課題曲＞きよしこの夜
＜自由曲＞
　１組：粉雪（レミオロメン）
　２組：津軽海峡冬景色（石川さゆり）
　３組：スノーマジックファンタジー（SEKAI NO OWARI）
＜２年課題曲＞荒野の果てに
＜自由曲＞
　１組：素敵なホリデイ（竹内まりや）
　２組：We wish you a Merry Christmas
　３組：クリスマスソング（back number）
＜３年課題曲＞もろびとこぞりて
＜自由曲＞
　１組：クリスマスキャロルの頃には（稲垣潤一）
　２組：ラストクリスマス（EXILE）
　３組：とびら開けて／アナと雪の女王（津田英佑・神田沙弥加）

２年生  充実した沖縄研修旅行

チャペルで合唱発表会を初開催！
（
中
学
校
）学
友
会
活
動
成
績

（
9
月
24
日
〜
1
月
7
日
）

柔
道
部

平
成
29
年
度
県
下
中
学
校
新
人

柔
道
練
成
大
会
（
10
月
28
日
）

〈
山
鹿
市
総
合
体
育
館
〉

▽
男
子
団
体　

１
位

▽
女
子
団
体　

ベ
ス
ト
８

山
鹿
温
泉
中
学
校
柔
道
体
重
別

選
手
権
大
会

（
10
月
29
日
）

〈
山
鹿
市
総
合
体
育
館
〉

▽
男
子
個
人
81
㎏
級

２
位　

霍
本　

大
雅（
２
年
）

▽
男
子
個
人
90
㎏
級

１
位　

田
中　

愛
斗（
２
年
）

▽
男
子
個
人
90
㎏
超
級

１
位　

益
田　

愛
桜（
２
年
）

　

２
位　

濵
﨑　

龍
真（
２
年
）

第
13
回
九
州
地
区
中
学
生
柔
道

優
勝
大
会

（
12
月
10
日
）

〈
諫
早
市
小
野
体
育
館
〉

▽
男
子
団
体　

１
位

▽
女
子
団
体　

ベ
ス
ト
８

▽
最
優
秀
選
手

　

田
中　

愛
斗（
２
年
）

剣
道
部

近
藤
杯
剣
道
大
会

〈
愛
知
県
〉

（
10
月
21
日
）

▽
団
体　

１
位

県
新
人
戦

（
10
月
29
日
）

〈
菊
池
市
総
合
体
育
館
〉

▽
団
体　

１
位

県
段
別
選
手
権
（
11
月
23
日
）

〈
菊
池
市
総
合
体
育
館
〉

▽
初
段

１
位　

平
尾　

尚
武（
３
年
）

２
位　

荒
木　

京
介（
３
年
）

西
田
旗
剣
道
大
会（
12
月
10
日
）

〈
泗
水
町
体
育
館
〉

▽
団
体　

１
位

弓
道
部

第
25
回
熊
本
県
中
学
生
新
人
弓

道
大
会

（
11
月
19
日
）

〈
熊
本
市
南
部
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
弓
道
場
〉

▽
男
子
団
体　

１
位

▽
男
子
個
人
（
２
年
の
部
）

３
位　

北
里　
　

悠（
２
年
）

４
位　

田
﨑　

大
輝（
２
年
）

▽
男
子
個
人
（
１
年
の
部
）

１
位　

石
田
銀
士
郎（
１
年
）

▽
女
子
個
人
（
２
年
の
部
）

５
位　

宇
佐
美
ま
い（
２
年
）

空
手
道
部

県
中
学
生
新
人
大
会
兼
全
国
中

学
生
選
抜
予
選
（
11
月
19
日
）

〈
八
代
市
民
体
育
館
〉

▽
男
子
個
人
組
手

２
位　

西
山　

大
智（
２
年
）

水
泳
部

熊
本
県
秋
季
選
手
権
水
泳
競
技

大
会

（
10
月
14
日
〜
15
日
）

〈
ア
ク
ア
ド
ー
ム
く
ま
も
と
〉

【
男
子
】

▽
50
Ｍ
自
由
形

３
位　

須
藤　
　

颯（
３
年
）

▽
１
０
０
Ｍ
自
由
形

３
位　

須
藤　
　

颯（
３
年
）

４
位　

工
藤　

奏
汰（
３
年
）

▽
２
０
０
Ｍ
自
由
形

３
位　

須
藤　
　

颯（
３
年
）

４
位　

工
藤　

奏
汰（
３
年
）

▽
４
０
０
Ｍ
自
由
形

１
位　

須
藤　
　

颯（
３
年
）

３
位　

松
永　

大
和（
３
年
）

▽
２
０
０
Ｍ
背
泳
ぎ

５
位　

澤
村　

祐
輔（
２
年
）

▽
１
０
０
Ｍ
平
泳
ぎ

６
位　

村
上　

奨
悟（
３
年
）

▽
２
０
０
Ｍ
平
泳
ぎ

５
位　

村
上　

奨
悟（
３
年
）

▽
２
０
０
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

６
位　

松
永　

大
和（
３
年
）

▽
４
０
０
Ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

５
位　

松
永　

大
和（
３
年
）

【
女
子
】

▽
２
０
０
Ｍ
自
由
形

４
位　

田
代　

麻
有（
２
年
）

８
位　

橋
本　

希
美（
１
年
）

▽
４
０
０
Ｍ
自
由
形

５
位　

田
代　

麻
有（
２
年
）

第
30
回
熊
本
県
ス
イ
ミ
ン
グ
ク

ラ
ブ
協
会
水
泳
競
技
会

（
12
月
16
日
〜
17
日
）

〈
ア
ク
ア
ド
ー
ム
く
ま
も
と
〉

【
男
子
】

▽
１
０
０
Ｍ
背
泳
ぎ

３
位　

澤
村　

祐
輔（
２
年
）

▽
２
０
０
Ｍ
背
泳
ぎ

１
位　

澤
村　

祐
輔（
２
年
）

▽
２
０
０
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

３
位　

松
永　

大
和（
３
年
）

３
位　

須
藤　
　

颯（
３
年
）

▽
２
０
０
Ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

　

３
位　

松
永　

大
和（
３
年
）

　

３
位　

須
藤　
　

颯（
３
年
）

【
女
子
】

▽
50
Ｍ
自
由
形

５
位　

橋
本　

希
美（
１
年
）

▽
１
０
０
Ｍ
自
由
形

５
位　

橋
本　

希
美（
１
年
）

▽
２
０
０
Ｍ
自
由
形

５
位　

橋
本　

希
美（
１
年
）

▽
１
０
０
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

６
位　

田
代　

麻
有（
２
年
）

野
球
部

第
９
回
熊
本
県
郡
市
選
抜
軟
式

野
球
大
会

（
11
月
23
日
）

〈
県
営
藤
崎
台
球
場
〉

３
位　

平
井　

宏
幸（
２
年
）

岩
永　

真
拓（
２
年
）
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水
泳
部

熊
本
県
秋
季
選
手
権
水
泳
競
技

大
会

（
10
月
14
日
〜
15
日
）

〈
ア
ク
ア
ド
ー
ム
く
ま
も
と
〉

【
男
子
】

▽
１
０
０
ｍ
自
由
形

　

５
位　

荒
木　

元
太
（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ
自
由
形

　

４
位　

荒
木　

元
太
（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ
背
泳
ぎ

１
位　

戸
田　

亮
真
（
３
年
）

▽
50
ｍ
平
泳
ぎ

２
位　

木
村　

優
太
（
３
年
）

６
位　

宮
脇　

大
暉
（
２
年
）

▽
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

１
位　

木
村　

優
太
（
３
年
）

４
位　

宮
脇　

大
暉
（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

２
位　

宮
脇　

大
暉
（
２
年
）

▽
50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

５
位　

原
田　

拓
武
（
２
年
）

▽
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

２
位　

原
田　

拓
武
（
２
年
）

３
位　

田
代
健
太
郎
（
１
年
）

▽
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

１
位　

原
田　

拓
武
（
２
年
）

４
位　

田
代
健
太
郎
（
１
年
）

▽
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

１
位　

戸
田　

亮
真
（
３
年
）

▽
４
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

１
位　

戸
田　

亮
真
（
３
年
）

【
女
子
】

▽
50
ｍ
自
由
形

　

２
位　

浦
川　
　

鈴（
２
年
）

　

４
位　

古
川　

史
恵
（
１
年
）

▽
１
０
０
ｍ
自
由
形

３
位　

浦
川　
　

鈴（
２
年
）

５
位　

古
川　

史
恵
（
１
年
）

▽
２
０
０
ｍ
自
由
形

３
位　

浦
川　
　

鈴（
２
年
）

４
位　

河
津　

樹
奈
（
１
年
）

５
位　

古
川　

史
恵
（
１
年
）

▽
４
０
０
ｍ
自
由
形

２
位　

河
津　

樹
奈
（
１
年
）

▽
１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ

６
位　

濱
口
奈
菜
香
（
１
年
）

▽
50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

５
位　

濱
口
奈
菜
香
（
１
年
）

▽
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

４
位　

濱
口
奈
菜
香
（
１
年
）

▽
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

３
位　

濱
口
奈
菜
香
（
１
年
）

第
30
回
熊
本
県
ス
イ
ミ
ン
グ
ク

ラ
ブ
水
泳
競
技
大
会

（
12
月
16
日
〜
17
日
）

〈
ア
ク
ア
ド
ー
ム
く
ま
も
と
〉

【
男
子
】

▽
50
ｍ
自
由
形

３
位　

荒
木　

元
太
（
２
年
）

▽
１
０
０
ｍ
自
由
形

３
位　

荒
木　

元
太
（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ
自
由
形

４
位　

田
代
健
太
郎
（
１
年
）

▽
50
ｍ
平
泳
ぎ

１
位　

木
村　

優
太
（
３
年
）

▽
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

１
位　

木
村　

優
太
（
３
年
）

３
位　

宮
脇　

大
暉
（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

１
位　

宮
脇　

大
暉
（
２
年
）

▽
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

１
位　

原
田　

拓
武
（
２
年
）

４
位　

田
代
健
太
郎
（
１
年
）

▽
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

２
位　

原
田　

拓
武
（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー

２
位　

荒
木　

元
太
（
２
年
）

　

田
代
健
太
郎（
１
年
）

　

山
下　

慶
悟（
１
年
）

　

原
田　

拓
武（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

２
位　

原
田　

拓
武
（
２
年
）

　

宮
脇　

大
暉（
２
年
）

　

田
代
健
太
郎（
１
年
）

　

荒
木　

元
太（
２
年
）

【
女
子
】

▽
50
ｍ
自
由
形

　

２
位　

古
川　

史
恵
（
１
年
）

　

５
位　

河
津　

樹
奈
（
１
年
）

▽
１
０
０
ｍ
自
由
形

３
位　

古
川　

史
恵
（
１
年
）

▽
２
０
０
ｍ
自
由
形

５
位　

河
津　

樹
奈
（
１
年
）

▽
50
ｍ
背
泳
ぎ

５
位　

古
川　

史
恵
（
１
年
）

▽
50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

６
位　

濱
口
奈
菜
香
（
１
年
）

▽
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

５
位　

濱
口
奈
菜
香
（
１
年
）

▽
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

５
位　

濱
口
奈
菜
香
（
１
年
）

自
転
車
競
技
部

第
72
回
国
民
体
育
大
会

（
10
月
１
日
〜
５
日
）

〈
愛
媛
県
松
山
市
中
央
公
園
多

目
的
競
技
場
／
大
三
島
し
ま
な

み
特
設
コ
ー
ス
〉

▽
チ
ー
ム
パ
ー
シ
ュ
ー
ト

　

３
位　

佐
藤　
　

健（
３
年
）

▽
チ
ー
ム
ス
プ
リ
ン
ト

　

８
位　

松
本
秀
之
介
（
２
年
）

▽
１
Ｋ
Ｍ
Ｔ
Ｔ

　

２
位　

松
本
秀
之
介
（
２
年
）

▽
ケ
イ
リ
ン

２
位　

川
副　

雷
斗
（
３
年
）

▽
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

　

２
位　

佐
藤　
　

健（
３
年
）

熊
本
県
自
転
車
競
技
新
人
大
会

（
10
月
12
日
〜
14
日
）

〈
宮
崎
県
総
合
運
動
公
園
自
転

車
競
技
場
〉

▽
１
Ｋ
Ｍ
Ｔ
Ｔ

１
位　

松
本
秀
之
介
（
２
年
）

　

３
位　

伊
藤　
　

旭（
２
年
）

▽
ス
プ
リ
ン
ト

１
位　

松
本
秀
之
介
（
２
年
）

　

３
位　

伊
藤　
　

旭（
２
年
）

▽
３
Ｋ
Ｍ
Ｉ
Ｐ

　

１
位　

鈴
木　

知
治
（
２
年
）

　

２
位　

伊
藤　
　

旭（
２
年
）

▽
ケ
イ
リ
ン

１
位　

松
本
秀
之
介
（
２
年
）

　

２
位　

伊
藤　
　

旭（
２
年
）

▽
ス
ク
ラ
ッ
チ

１
位　

松
本
秀
之
介
（
２
年
）

　

２
位　

伊
藤　
　

旭（
２
年
）

▽
ポ
イ
ン
ト
レ
ー
ス

　

１
位　

伊
藤　
　

旭（
２
年
）

熊
本
県
自
転
車
競
技
選
手
権
大

会
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
（
10
月
15
日
）

〈
球
磨
郡
五
木
村
〉

▽
ジ
ュ
ニ
ア

　

１
位　

佐
藤　
　

健（
３
年
）

　

３
位　

伊
藤　
　

旭（
２
年
）

▽
Ｕ
17

１
位　

飯
田
要
次
郎
（
１
年
）

九
州
地
域
自
転
車
競
技
大
会

（
10
月
21
日
22
日
）

〈
宮
崎
県
総
合
運
動
公
園
自
転

車
競
技
場
〉

▽
チ
ー
ム
ス
プ
リ
ン
ト

２
位　

松
本
・
伊
藤
（
２
年
）

▽
ス
プ
リ
ン
ト

　

１
位　

伊
藤　
　

旭（
２
年
）

　

２
位　

松
本
秀
之
介
（
２
年
）

▽
ス
ク
ラ
ッ
チ

　

２
位　

伊
藤　
　

旭（
２
年
）

ケ
イ
リ
ン

　

３
位　

松
本
秀
之
介
（
２
年
）

全
九
州
高
等
学
校
自
転
車
競
技

新
人
大
会
（
11
月
３
日
〜
６
日
）

〈
久
留
米
競
輪
場
／
山
鹿
カ
ル

チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
特

設
コ
ー
ス
〉

▽
１
Ｋ
Ｍ
Ｔ
Ｔ

１
位　

松
本
秀
之
介
（
２
年
）

▽
ケ
イ
リ
ン

１
位　

松
本
秀
之
介
（
２
年
）

▽
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

３
位　

伊
藤　
　

旭（
２
年
）

▽
学
校
対
抗　

３
位　
（
34
点
）

陸
上
競
技
部
（
男
子
）

第
70
回
熊
本
県
高
等
学
校
駅
伝

競
走
大
会

（
11
月
４
日
）

〈
え
が
お
健
康
ス
タ
ジ
ア
ム
〉

▽
１
位
（
14
年
連
続
）

　

佐
藤　

映
斗（
２
年
）

　

郷　

明
日
翔（
３
年
）

　

井
川　

龍
人（
２
年
）

　

奥
村　

辰
徳（
２
年
）

　

今
村　

真
路（
２
年
）

　

良
田　

圭
太（
２
年
）

　

入
田　

優
希（
１
年
）

第
70
回
全
九
州
高
等
学
校
駅
伝

競
走
大
会

（
11
月
18
日
）

〈
今
帰
仁
村
総
合
運
動
公
園
付

帯
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
〉

▽
２
位　

井
川　

龍
人
（
２
年
）

　

今
村　

真
路（
２
年
）

　

佐
藤　

映
斗（
２
年
）

　

入
田　

優
希（
１
年
）

　

中
山　

凜
斗（
１
年
）

　

良
田　

圭
太（
２
年
）

　

郷　

明
日
翔（
３
年
）

第
58
回
熊
本
県
高
等
学
校
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会（

１
月
６
日
）

〈
熊
本
県
農
業
公
園
〉

▽
男
子
２
０
０
０
ｍ

１
位　

村
本　

壮
大
（
２
年
）

３
位　

深
井　

敦
央
（
１
年
）

５
位　

清
住　

遥
斗
（
２
年
）

▽
男
子
６
０
０
０
ｍ

３
位　

入
田　

優
希
（
１
年
）

４
位　

髙
津　
　

浩（
２
年
）

５
位　

佐
藤　

映
斗
（
２
年
）

７
位　

今
村　

真
路
（
２
年
）

▽
男
子
総
合　

１
位

ボ
ク
シ
ン
グ
部

熊
本
県
高
校
新
人
ボ
ク
シ
ン
グ

競
技
大
会

（
11
月
18
・
19
・
25
・
26
日
）

〈
東
海
大
学
星
翔
高
校
・
熊
本

農
業
高
校
〉

▽
団
体
総
合　

1
位

▽
男
子
Ｌ
Ｆ
級

1
位　

原
田　

真
都（
2
年
）

▽
男
子
Ｆ
級

1
位　

村
上　

雄
大（
2
年
）

▽
男
子
Ｌ
Ｗ
級

1
位　

野
田　

貴
紀（
2
年
）

▽
男
子
Ｗ
級

1
位　

北
窓　

正
学（
2
年
）

▽
男
子
Ｐ
ｉ
級

3
位　

平
川　

大
智（
2
年
）

▽
男
子
Ｆ
級

3
位　

見
﨑　

叶
清（
2
年
）

▽
女
子
Ｆ
級

1
位　

佐
藤　
　

葵（
2
年
）

柔
道
部

平
成
29
年
度
県
下
高
校
柔
道
大

会

（
10
月
14
日
〜
15
日
）

〈
山
鹿
市
総
合
体
育
館
〉

▽
男
子
団
体　

２
位

▽
女
子
団
体　

１
位

▽
女
子
個
人
52
㎏
級

２
位　

上
田　

玲
巳
（
２
年
）

▽
女
子
個
人
57
㎏
級

１
位　

園
田　

華
菜
（
１
年
）

▽
女
子
個
人
70
㎏
級

３
位　

工
藤　

紗
愛
（
１
年
）

▽
女
子
個
人
78
㎏
級

１
位　

酒
井　

美
奈
（
２
年
）

▽
男
子
個
人
60
㎏
級

３
位　

草
野　
　

響（
１
年
）

▽
男
子
個
人
66
㎏
級

３
位　

内
田　

晧
介
（
１
年
）

▽
男
子
個
人
73
㎏
級

３
位　

奥
園　

隆
史
（
２
年
）

▽
男
子
個
人
81
㎏
級

１
位　

赤
星
遼
太
郎
（
２
年
）

▽
男
子
個
人
90
㎏
級

２
位　

工
藤　

樹
希
（
２
年
）

▽
男
子
個
人
1
0
0
㎏
級

２
位　

吉
村　

卓
也
（
２
年
）

▽
男
子
個
人
1
0
0
超
㎏
級

１
位　

萩
原　

麻
陽
（
２
年
）

2
位　

園
田　

睦
斗（
１
年
）

平
成
29
年
度
九
州
高
校
柔
道
新

人
大
会

（
11
月
18
日
〜
19
日
）

〈
諫
早
市
小
野
体
育
館
〉

▽
女
子
団
体　

３
位

▽
男
子
個
人
81
㎏
級

２
位　

赤
星
遼
太
郎
（
２
年
）

▽
女
子
個
人
52
㎏
級

３
位　

上
田　

玲
巳
（
２
年
）

▽
女
子
個
人
57
㎏
級

２
位　

園
田　

華
菜
（
１
年
）

▽
女
子
個
人
78
㎏
級

２
位　

酒
井　

美
奈
（
２
年
）

空
手
道
部

熊
本
県
新
人
大
会
兼
全
九
州
新

人
大
会
予
選
会

（
10
月
14
日
・
15
日
）

〈
文
徳
高
校
体
育
館
〉

▽
男
子
団
体
形　
　

３
位

▽
男
子
個
人
形

１
位　

吉
田　

啓
希
（
１
年
）

▽
男
子
個
人
組
手

３
位　

淪　
　

亮
太
︵
２
年
︶

▽
女
子
団
体
組
手　

１
位

▽
女
子
団
体
形　
　

１
位

▽
女
子
個
人
組
手

１
位　

池
部　

真
帆
（
１
年
）

２
位　

寺
川　

萌
香
（
２
年
）

５
位　

霍
本

　
　
萌︵
２
年
︶

▽
女
子
個
人
形

２
位　

寺
川　

萌
香
（
２
年
）

４
位　

岩
崎　

七
星
（
２
年
）

全
九
州
新
人
大
会
兼
全
国
選
抜

予
選
会

（
11
月
24
日
〜
26
日
）

〈
別
府
ア
リ
ー
ナ
〉

【
北
ブ
ロ
ッ
ク
】

▽
女
子
団
体
組
手　

２
位

▽
女
子
団
体
形　
　

３
位

▽
女
子
個
人
組
手

３
位　

寺
川　

萌
香
（
２
年
）

▽
女
子
個
人
形

３
位　

寺
川　

萌
香
（
２
年
）

南
北
統
一
全
九
州
大
会

▽
女
子
団
体
組
手　

３
位

▽
女
子
個
人
組
手

３
位　

寺
川　

萌
香
（
２
年
）

清
洲
信
長
杯（

12
月
22
日
〜
24
日
）

〈
ア
ル
コ
清
洲
〉

▽
女
子
個
人
組
手
（
-53
㎏
）

　

３
位　

岩
崎　

七
星
（
２
年
）

第
20
回
松
陰
杯
争
奪
高
等
学
校

空
手
道
大
会（

１
月
27
日
〜
28
日
）

〈
国
士
舘
大
学
多
摩
キ
ャ
ン
パ

ス
ア
リ
ー
ナ
〉

▽
＋
59
㎏
級
女
子
個
人
組
手

2
位　

西
山　

結
愛（
2
年
）

剣
道
部

九
州
選
抜
予
選
大
会（

10
月
４
日
）

〈
山
鹿
市
総
合
体
育
館
〉

▽
個
人
の
部

　

１
位　

重
黒
木
祐
介（
２
年
）

　

３
位　

池
内　

暢
斗（
２
年
）

龍
谷
高
校
記
念
大
会

〈
龍
谷
高
校
〉

（
11
月
25
日
）

▽
団
体　

１
位

青
龍
旗
大
会

（
12
月
23
日
）

〈
菊
池
市
総
合
体
育
館
〉

▽
団
体　

１
位

高
校
学
年
別
個
人
選
手
権

（
１
月
６
日
）

〈
菊
池
市
総
合
体
育
館
〉

▽
２
年
生

１
位　

小
川　

大
輝
（
２
年
）

２
位　

副
田　
　

光（
２
年
）

３
位　

深
水　

皓
斗
（
２
年
）

▽
１
年
生

１
位　

相
馬　

武
蔵
（
１
年
）

２
位　

岩
間　

功
樹
（
１
年
）

３
位　

三
浦　

悟
瑠
（
１
年
）

３
位　

山
平
昌
太
朗
（
１
年
）

弓
道
部

平
成
29
年
度
第
36
回
全
国
高
等

学
校
弓
道
選
抜
大
会
県
予
選
会

（
11
月
11
日
〜
12
日
）

〈
八
代
市
弓
道
場
〉

▽
男
子
団
体　

５
位

ラ
グ
ビ
ー
部

全
国
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
選
手

権
大
会
熊
本
県
予
選
大
会

（
10
月
26
日
〜
11
月
23
日
）

〈
運
動
公
園
ラ
グ
ビ
ー
場
他
〉

　

２
位

テ
ニ
ス
部

平
成
29
年
度
熊
本
県
高
等
学
校

冬
季
ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス
選
手
権

大
会

（
１
月
６
日
）

〈
パ
ー
ク
ド
ー
ム
〉

　

３
位　

屋
形
日
菜
乃
（
２
年
）

　
　

山
本
か
す
み（
２
年
）

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

全
国
選
抜
熊
本
県
予
選
大
会

〈
鹿
本
体
育
館
〉
（
12
月
17
日
）

　

４
位

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

ウ
ィ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
予
選

（
10
月
14
･
15
・
21
･
22
日
）

〈
星
翔
高
校
〉

1
位

卓
球
部

平
成
29
年
度
熊
本
県
高
等
学
校

卓
球
新
人
個
人
戦
（
1
月
30
日
）

〈
山
鹿
市
総
合
体
育
館
〉

▽
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

1
位　

村
田　

鴻
平（
1
年
）

3
位　

桑
野　

健
太（
1
年
）

チ
ア
ダ
ン
ス
部

Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｒ
ｅ
ｇ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ

ｓ
２
０
１
８
九
州
大
会

（
12
月
10
日
）

学
友
会
活
動
成
績

（
9
月
24
日
〜
1
月
7
日
）

〈
ダ
イ
ハ
ツ
九
州
ア
リ
ー
ナ
〉

▽
高
校
編
成（
中
学
生
と
混
合
）

Ｓ
ｏ
ｎ
ｇ
／
Ｐ
ｏ
ｍ
部
門

Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ｕ
ｍ

　

１
位

▽
高
校
編
成（
中
学
生
と
混
合
）

Ｓ
ｏ
ｎ
ｇ
／
Ｐ
ｏ
ｍ
部
門

Ｓ
ｍ
ａ
ｌ
ｌ

　

２
位

書
道
部

第
53
回
熊
本
県
高
等
学
校
書
道

展

（
11
月
７
日
〜
12
日
）

〈
県
立
美
術
館
分
館
〉

▽
優
秀
賞

　

田
上　

朋
果（
２
年
）

▽
奨
励
賞

　

嶋
尾　

千
尋（
２
年
）

英
語

第
66
回
チ
ャ
ー
チ
ル
杯
争
奪
全

日
本
高
等
学
校
英
語
弁
論
大
会

西
日
本
予
選

（
10
月
29
日
）

〈
関
西
学
院
大
学
〉

　

１
位　

黄　
　

允
珠（
１
年
）

第
66
回
チ
ャ
ー
チ
ル
杯
争
奪
全

日
本
高
等
学
校
英
語
弁
論
大
会

本
選

（
11
月
11
日
）

〈
青
山
学
院
大
学
〉

　

５
位　

黄　
　

允
珠（
１
年
）

第
27
回
九
州
地
区
高
等
学
校
英

語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
全
英

連
大
会
予
選
（
沖
縄
大
会
）

（
11
月
4
日
）

〈
国
際
電
子
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学

校
〉

　

１
位　

黄　
　

允
珠（
１
年
）

吹
奏
楽
部

第
21
回
熊
本
県
高
等
学
校
文
化

連
盟
吹
奏
楽
専
門
部
門
新
人
コ

ン
ク
ー
ル

（
12
月
21
日
）

〈
県
立
劇
場
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー

ル
〉

　

銀
賞


